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ふ
く
い

日
本
遺
産
を

巡
る
旅

県
内
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
文
化
財
は
単
体
で
訪
れ
て
も

興
味
深
い
も
の
。で
す
が
背
景
に
あ
る
豊
か

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
し
、そ
れ
ら
を
関
連

づ
け
て
巡
れ
ば
、訪
れ
た
時
の
楽
し
み
が
広

が
る
こ
と
間
違
い
な
し
。観
光
視
点
だ
け
で

な
く
、自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の
魅
力
と
価

値
を
グ
ン
と
ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
日
本
遺

産
ス
ポ
ッ
ト
を
、ぜ
ひ
じ
っ
く
り
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
文
明
開
化
で
国
の
発
展
に
寄
与
し
た
鉄

道
遺
産
―
と
、ど
れ
も
魅
力
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
ば
か
り
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
す
る
文
化

財
は
、人
類
誕
生
以
前
か
ら
あ
る
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
地
質
や
地
形
に
関
す
る
も
の
を
は

じ
め
、中
世
、近
世
、近
代
の
遺
構
や
モ
ノ
、食

べ
物
や
祭
り
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
年
代
と
種

類
に
ま
た
が
り
ま
す
。ま
た
地
理
的
に
も
坂

井
か
ら
奥
越
、丹
南
、嶺
南
エ
リ
ア
と
、福
井

　「
日
本
遺
産
」は
、そ
の
土
地
の
価
値
あ
る

歴
史
や
文
化
、伝
統
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
国
が
認
定
す
る
も
の
で
、こ
れ
ま
で
に
全

国
で
1
0
4
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
福
井
県
内
に
関
連
し
て
い
る
の

は
次
の
５
件
。①
日
本
海
の
海
の
幸
を
都
に

運
ん
だ
鯖
街
道
②
江
戸
・
明
治
期
に
日
本
海

の
物
流
を
支
え
た
北
前
船
③
日
本
古
来
の

技
術
を
継
承
す
る
や
き
も
の
の
一つ
越
前
焼

④
多
様
な
石
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り
や
文
化

石がたり-
福井（一乗谷）と勝山（白山平泉寺）では、中世に石を数多
く使って作られたまちが栄えました。江戸時代に城下町が
整備される際にも石が利用されました。石は朽ちることが
ないため、かつてのまちの様子をそのまま現代に伝えてくれ
ます。まちづくりに使われた石、美しい庭石や石仏など精神
文化を伝える石が、今でもしっかり街のあちこちに残り、ま
ち歩きを彩るアクセントとなっています。

福井市・勝山市

北前船-
江戸時代から明治にかけて、日本の物流は海路を使って大
量に物資を運ぶことができる大型船によるものが中心でし
た。特に「北前船」と呼ばれる商船は、大阪と蝦夷地を日本
海回りで往復し、寄港地で物資を売買することで、各地の
物産とともに人や文化を伝えて回りました。莫大な富を築
いた船主たちは自分の地元にも繁栄をもたらし、その痕跡
は今も男たちのロマンが感じられる名所となっています。

鉄道-
明治の文明開化とともに誕生した鉄道は、人や物資を運
び、日本の発展に大きな影響を与えました。特に敦賀と今
庄を結ぶ旧北陸線は、鉄道遺産の宝庫として知られ、13
基掘られたトンネルのうち11基は、現在も地域に密着した
文化財として生き続けています。石やレンガ積みの壁面な
ど明治の技術を間近に感じたり、各地域の食を楽しんだり
と、鉄道遺産の数々から当時の姿に思いを馳せることがで
きます。

鯖街道-
日本海で獲れた豊かな資源で都の食文化を支えてきた若
狭地方。奈良や京都の文化は「鯖街道」を通じて若狭に入
り、生活に根付き独自の進化を遂げてきました。街道には
神社仏閣も多く、古代日本を偲ばせる民俗行事も伝承され
ていて、ちょっとミステリアスな雰囲気。京に運ぶために発
達した発酵食などの食文化からも、人々が織りなしてきた
深い交流の歴史や文化を堪能することができます。

越前焼-
伝統的工芸品である「越前焼」は平安時代末期から続く
古い歴史を持ち、その産地である越前は「日本六古窯」の
一つ。原料となる土は鉄分、粘土分を多く含み、焼き締まり
が強く多彩な焼き上がりが特徴です。古くから人々の暮ら
しを支えてきたものづくりの精神は現代にも引き継がれ、
今の暮らしに寄り添う種々の作品や新しい作陶も試みられ
ています。

敦賀市・南越前町・坂井市・小浜市

敦賀市・南越前町

小浜市・若狭町

越前町

福井市

敦賀市

若狭町

小浜市

越前町

南越前町

坂井市

勝山市

白山平泉寺　

一乗谷朝倉氏遺跡・唐門

旧北陸線
山中トンネル

坂井市龍翔博物館

北前船

北前船主の館
右近家

越前陶芸村

氣比神宮

敦賀赤レンガ倉庫

お水送り

福井城址



鯖
街
道

明通寺は、小浜市門前にある真言宗御室派の寺院。大同元年（806）に北陸地方を巡行中の坂上田村麻呂が創建したと伝えられている。鎌倉時代の本堂と
三重塔が国宝に指定され、国の重要文化財に指定された仏像が複数ある

右上／奈良と若狭の絆を深める歴史ある伝統行事、お水送り　右下／若狭路に伝わる中世の芸能として継承される王の舞　左上／魚の内臓をだして塩漬けし、さらに糠漬けする若狭の伝
統料理へしこ　左中／小浜よっぱらいサバの新鮮なお刺身　左下／若狭と京都との交易の拠点として発展した宿場町・若狭鯖街道熊川宿

海
と
都
を
つ
な
ぐ

若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群

●公式HP
御食国若狭と鯖街道
小浜市・若狭町
日本遺産活用推進協議会

●公式HP
小浜まち歩き AUDIO GUIDE
「ON THE TRIP」

①鯖街道(針畑越え)/小浜市上根来他
②鯖街道MUSEUM/小浜市小浜広峰17-1
③小浜西組/小浜市小浜鹿島他
④若狭姫神社/小浜市遠敷65-41
⑤瓜割の滝/若狭町天徳寺37-1-3

　
若
狭
地
域
は
、古
墳
時
代
か
ら
約
1
5
0
0
年
、

「
御
食
国（
み
け
つ
く
に
）」と
し
て
の
都
の
食
を

担
っ
て
き
た
歴
史
を
持
つ
エ
リ
ア
。塩
や
海
産
物
な

ど
の
豊
か
な
資
源
を
京
都
へ
届
け
た
街
道
群
は
、

塩
漬
け
に
し
た
鯖
を
運
ん
だ
こ
と
か
ら「
鯖
街

道
」の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。そ
の
起
点
で
あ

る
湊
町
・
小
浜
は
、奈
良
や
京
都
に
つ
な
が
る
陸
路

と
日
本
海
か
ら
の
海
路
が
つ
な
が
る
港
湾
都
市
。

国
内
外
か
ら
の
様
々
な
物
資
や
人
、文
化
が
集
ま

り
、室
町
時
代
初
期
に
は
ゾ
ウ
や
ク
ジ
ャ
ク
な
ど

を
乗
せ
た
南
蛮
船
も
上
陸
す
る
な
ど
、国
際
的
な

港
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。都
か
ら
の

工
芸
や
文
化
も
伝
わ
り
、都
の
大
寺
社
で
奉
納
さ

れ
て
い
た「
王
の
舞
」や
京
都
祇
園
の
流
れ
を
ひ
く

「
小
浜
放
生
祭
」な
ど
の
民
俗
行
事
が
今
で
も
催

さ
れ
、桃
山
時
代
に
渡
来
し
た
海
外
か
ら
の
工
芸

技
術
が
発
展
し
て
工
芸
品
・
若
狭
塗
の
ル
ー
ツ
と

な
る
な
ど
、地
域
に
根
付
い
て
独
自
の
進
化
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。

　「
鯖
街
道
」の
道
々
に
は
街
道
松
や
道
標
、「
熊

川
宿
」な
ど
の
宿
場
町
、「
若
狭
彦
神
社
」「
若
狭
姫

神
社
」や
お
水
送
り
で
知
ら
れ
る「
若
狭
神
宮
寺
」

な
ど
の
歴
史
あ
る
数
々
の
寺
社
も
あ
り
、雅
な
都

の
文
化
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

鯖
街
道
の
中
で
も
最
も
古
い
と
い
わ
れ
る「
針
畑

越
え
」の
ル
ー
ト
は
若
狭
と
京
都
を
最
短
距
離
で

結
ぶ
も
の
。近
年
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
元
々
の
鯖
街
道
の
起
点
は
小
浜
藩
主
・
京
極
高

次
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
小
浜
市
場
。こ
の
市
場

の
記
録「
市
場
仲
買
文
書
」に
残
る「
生
鯖
塩
し
て

担
い
京
に
行
き
仕
る
」と
い
う
一
文
が
通
称
の
由
来

と
い
う
一
説
も
あ
り
ま
す
。若
狭
湾
で
獲
れ
た
鯖
な

ど
の
海
産
物
は
、都
へ
運
ば
れ
た
後
も
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う「
へ
し
こ
」や「
な
れ
ず
し
」な
ど

加
工
技
術
が
向
上
し
ま
し
た
。京
都
で
は
ハ
レ
の

日
に
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
押
し
寿
司
の一
種「
鯖
寿

司
」や
、鯖
を
丸
ご
と
一
本
豪
快
に
焼
い
て
出
す「
浜

焼
き
鯖
」な
ど
、1
5
0
0
年
の
歴
史
が
育
ん
だ

味
を
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
楽
し
め
る
の
も
鯖
街

道
の
魅
力
な
の
で
す
。

都
の
文
化
が
形
を
変
え
て

今
な
お
残
る
情
緒
深
い
エ
リ
ア
。

①

②③
④
⑤

主な構成文化財

国宝の
三重塔と本堂



三国湊町家館は、福井藩三国湊で材木商を営んだ、新保屋・岸名惣助が住んでいた町家“旧岸名家”に隣接した観光案内所。北前船で栄えた三国湊のレトロ
な町並みの中心に位置し、観光情報や着物レンタルもあり

右上／小浜市北塩屋の県指定有形文化財「旧古河屋（ふるかわや）別邸（通称・護松園（ごしょうえん）」⑤　右下／江戸～明治時代の北前船主の繁栄ぶりを偲ぶ町並み（河野北前船
主通り）③　左上／敦賀市に鎮座する、北陸道総鎮守 越前國一之宮 氣比神宮④　左中／北前船主の館 右近家には北前船の模型や貴重な資料を展示③　左下／北陸三大祭の一
つ「三国祭」で町中を巡行する、巨大な人形山車（やま）

荒
波
を
越
え
た

男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

右近家の館

北
前
船

着物で小粋にまち歩き

●公式HP
北前船寄港地・船主集落
北前船日本遺産推進協議会

①坂井市龍翔博物館／坂井市三国町緑ケ丘4-2-1
②瀧谷寺／坂井市三国町滝谷1-7-15
③右近家住宅・中村家住宅／南越前町河野
④氣比神宮／敦賀市曙町11-68
⑤旧古河屋別邸(護松園)／小浜市北塩屋１7-4-1

　
福
井
県
の
中
で
も
三
国
や
敦
賀
、小
浜
エ
リ
ア

は
、現
代
で
も
そ
こ
か
し
こ
に
湊
町
な
ら
で
は
の

情
緒
が
あ
ふ
れ
、か
つ
て
の
貿
易
や
交
流
の
名
残

を
伝
え
る
地
域
で
す
。ま
だ
日
本
に
鉄
道
が
な
い

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
物
流
の
中
心
は
、内

陸
で
は
な
く
海
路
で
し
た
。藩
同
士
の
貿
易
は
船

を
使
っ
て
行
わ
れ
、の
ち
に
商
人
や
船
主
が
船
を

使
い
、寄
港
地
で
商
品
を
売
買
し
、莫
大
な
利
益

を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。主
な
ル
ー
ト
は

大
阪
か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
日
本
海
を
北

上
し
、蝦
夷
・
樺
太
ま
で
行
く
西
廻
り
の
航
路
で

す
。北
国
の
物
資
を
運
ん
で
く
る
こ
と
か
ら「
北
前

船
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、人
や
文
化
も
各

地
に
伝
え
ま
し
た
。福
井
県
で
も
坂
井
市
に
そ
の

建
造
物
が
残
る「
旧
森
田
銀
行
本
店
」の
森
田
家

や
内
田
家
、岸
名
家
、南
越
前
町
の
右
近
家
、小

浜
市
の
古
河
家
な
ど
の
豪
商
が
莫
大
な
富
を
築

き
、多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
各
地
の
資
料

館
で
当
時
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
坂
井
市
の「
旧
森
田
銀
行
本
店
」は
大
正
期
当

時
の
日
本
の
最
先
端
の
技
術
に
よ
る
シ
ッ
ク
な
古

典
主
義
的
西
洋
建
築
で
、国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。南
越
前
町
に
は「
北
前
船
主
の

館
右
近
家
」が
資
料
館
と
し
て
残
り
、別
荘
の
西

洋
館
は
、1
階
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
風
、2
階
は
ス
イ
ス

の
山
小
屋
風
の
建
築
で
館
内
の
し
つ
ら
え
も
見
事

で
す
。敦
賀
市
は
北
前
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
財
力
の
名
残
が
、建
築
物
や
祭
り
の
山
車
な
ど

の
伝
統
文
化
に
見
ら
れ
ま
す
。小
浜
市
の「
旧
古

河
屋
別
邸（
護
松
園
）」は
延
床
面
積
３
５
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
2
階
建
て
数
寄
屋
造
り
で
、藩
主
な

ど
の
賓
客
を
迎
え
る
迎
賓
館
と
し
て
建
造
さ
れ
、

県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
船
主
た
ち
の
痕
跡
を
巡
れ
ば
、心
が
浮
き
立
つ

よ
う
な
北
前
船
の
物
語
や
壮
大
な
海
路
の
ロ
マ
ン

が
感
じ
ら
れ
、関
わ
っ
た
人
々
が
遺
し
た
品
々
か

ら
は
当
時
の
賑
わ
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
混
じ
り
合
い

情
緒
あ
ふ
れ
る
港
。

①②

③

④

⑤

主な構成文化財
関連施設



越前陶芸村では、越前焼をより深く学び、作って楽しむ陶芸体験ができる。また本格的な茶室があり、四季折々の表情を見せる庭園を眺めながら越前焼のお茶
碗でお抹茶を楽しめる

右上／福井県陶芸館では越前焼のさまざまな魅力を紹介　右下／織田信長公ゆかりの越前二の宮劔神社。越前焼の職人も氏神として信仰していた②　左上／福井県陶芸館では、手びね
りや電動ろくろを使った本格的な陶芸体験ができる　左中／陶芸村内の芝生広場には岡本太郎の作品「月の顔」の他、作品が点在　左下／越前焼の館をはじめ、陶芸村内の各所で越前焼
が購入できる

越
前
焼

き
っ
と
恋
す
る
六
古
窯

日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
の
や
き
も
の
産
地

●公式HP
旅する、千年、六古窯
六古窯日本遺産活用協議会

①越前焼／越前町
②劔神社本殿／越前町
③陶芸越前大がめ捻じたて成形技法／越前町
④越南窯／越前町
⑤越前赤瓦／越前町

　
福
井
県
の
嶺
北
地
方
西
部
に
位
置
す
る
越
前

町
は
、日
本
海
に
面
し
、沿
岸
部
か
ら
北
部
に
か

け
て
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
地
域

で
す
。や
き
も
の
の
産
地
と
し
て
の
は
じ
ま
り
は
、

約
8
5
0
年
前
の
平
安
時
代
末
期
。こ
れ
ま
で
発

見
さ
れ
た
2
0
0
基
以
上
の
窯
跡
で
は
、か
め
や

壺
、す
り
鉢
と
い
っ
た
日
常
雑
器
が
焼
か
れ
て
い
ま

し
た
。硬
く
て
丈
夫
な
越
前
焼
は
、越
前
海
岸
か

ら
船
で
北
海
道
南
部
〜
島
根
県
の
日
本
海
沿
岸

に
運
ば
れ
、大
き
な
か
め
や
壺
は
水
や
穀
物
の
貯

蔵
、藍
染
め
な
ど
で
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴

い
越
前
町
平
等
は
、
か
め
60
個
、
す
り
鉢

1
2
0
0
個
な
ど
約
5
ト
ン
を
一
度
に
焼
く
こ
と

が
で
き
る
全
長
約
25
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
窯
を
構

え
る
一
大
生
産
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
後
期
に
は
日
本
海
側
最
大
の
や
き

も
の
の
産
地
と
な
っ
た
越
前
窯
で
す
が
、明
治
時

代
に
入
る
と
水
道
の
普
及
や
磁
器
製
品
の
広
ま

り
に
よ
り
需
要
が
落
ち
込
み
、衰
退
。し
か
し
、地

元
の
古
陶
磁
研
究
者
・
水
野
九
右
衛
門
と
、日
本

を
代
表
す
る
陶
磁
史
研
究
者
・
小
山
冨
士
夫
ら
が

行
っ
た
発
掘
調
査
と
研
究
に
よ
り
復
興
を
遂
げ
、

昭
和
23
年（
1
9
4
8
）に「
日
本
六
古
窯
」の
ひ

と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、越
前
焼
は
全
国
に
知
ら

れ
る
や
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
46
年（
1
9
7
1
）に
は
、越
前
町
小
曽
原

に「
越
前
陶
芸
村
」が
完
成
し
ま
し
た
。敷
地
内
に

は
、越
前
焼
の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
す
る
福
井
県

陶
芸
館
や
越
前
古
窯
博
物
館
を
は
じ
め
、温
泉
や

宿
泊
施
設
、食
事
処
な
ど
が
点
在
し
、越
前
焼
の

魅
力
を
存
分
に
体
感
で
き
ま
す
。ま
た
、毎
年
5
月

末
に
は
県
内
の
越
前
焼
窯
元
が
一
同
に
集
結
す
る

「
越
前
陶
芸
ま
つ
り
」が
開
催
。陶
器
市
で
は
新
作

を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
越
前
焼
を
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
61
年（
1
9
8
6
）に
は
国
の
伝
統
的
工

芸
品
と
し
て
指
定
を
受
け
、今
も
多
く
の
窯
元
が

そ
の
技
と
表
現
を
磨
き
続
け
て
い
ま
す
。

今
も
多
く
の
窯
元
が
集
う

盛
衰
を
み
た
窯
業
産
地
。

①

②

③④⑤

主な構成文化財

越前焼とお茶で
一服



●公式HP
福井・勝山 石がたり
福井･勝山
日本遺産活用推進協議会

　「
白
山
平
泉
寺
」と「
一
乗
谷
」で
は
、5
0
0
年

ほ
ど
前
の
中
世
の
時
代
、巨
大
な
都
市
が
栄
え
て

い
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
大
量
の「
石
」を
計
画
的
に

用
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
す
。近
世
に
な
る
と
、福
井
や
勝
山
の
城

下
町
の
整
備
に
石
の
技
術
が
受
け
継
が
れ
、現
代

の
街
並
み
に
も
石
が
と
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　「
白
山
平
泉
寺
」は
、社
殿
の
周
辺
に
6
，0
0
0

も
の
坊
院
が
立
ち
並
ぶ
巨
大
な
宗
教
都
市
で
し
た
。

南
谷
の
坊
院
跡
に
は
石
畳
や
石
垣
、石
積
み
の
側

溝
な
ど
が
残
り
ま
す
。石
畳
に
は
平
ら
な
川
石
が
、

石
垣
は
ご
つ
ご
つ
し
た
山
石
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
社
前
に
は
巨
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
大

石
垣
が
あ
り
、そ
の
存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　「
一
乗
谷
」の
ま
ち
づ
く
り
に
も
石
が
巧
み
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。城
下
町
入
口
の
下
城
戸
跡
に

は
、敵
の
侵
入
に
備
え
た
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
近
く
の

巨
大
な
石
垣
が
威
容
を
誇
り
ま
す
。当
主
・
朝
倉

義
景
の
館
跡
や
城
下
町
跡
に
は
、建
物
の
柱
を
支

え
た
礎
石
が
残
っ
て
お
り
、当
時
の
街
並
み
や
暮
ら

し
ぶ
り
を
想
像
で
き
ま
す
。

　
二
つ
の
都
市
が
滅
ん
だ
後
、柴
田
勝
家
が
築
い

た「
北
庄
城
」、結
城
秀
康
が
築
い
た「
福
井
城
」の

石
垣
に
は
、福
井
市
足
羽
山
産
の「
笏
谷
石
」が
使

わ
れ
ま
し
た
。福
井
城
の
美
し
い
石
垣
は
、現
在
も

市
街
地
の
真
ん
中
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ

か
に
も
笏
谷
石
は
大
量
に
使
わ
れ
、採
掘
場
跡
で

あ
る「
丹
巌
洞
」や
歴
代
福
井
藩
主
の
廟
所
で
あ

る
大
安
禅
寺「
千
畳
敷
」な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、勝
山
で
は
、九
頭
竜
川
の
流
れ
が
形
成
し

た
河
岸
段
丘
に
丸
い
川
石
を
積
み
上
げ
た「
七
里

壁
」を
境
と
し
て
、武
家
屋
敷
や
町
家
な
ど
が
区

分
さ
れ
た
城
下
町
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
庭
園
に
お
い
て
も
石
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
お

り
、白
山
平
泉
寺
や
一
乗
谷
の
庭
園
跡
で
は
、石
の

配
置
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
室
町
時
代
の
庭
園

文
化
が
読
み
取
れ
ま
す
。ま
た
、越
前
松
平
家
別

邸
の「
養
浩
館
庭
園
」で
は
県
内
外
の
名
石
の

数
々
と
水
の
景
色
が
醸
し
だ
す
優
美
な
空
間
を

楽
し
め
ま
す
。

白山平泉寺は白山信仰の拠点寺院で、今から1,300年近く前に泰澄によって開かれたと伝えられる。周辺には巨大な宗教都市が形成され、最盛期には6,000
もの坊院が立ち並んでいた④

右上／一乗谷朝倉氏遺跡下城戸跡の石垣。約5ｍ近く積み上げられている③　右下／福井城址。約4万個の笏谷石を積み上げて作られた石垣①　左上／勝山城下町・七里壁の石垣（義宣
寺付近）⑤　左中／歴代福井藩主の廟所、大安禅寺「千畳敷」②　左下／越前松平家別邸の養浩館庭園

4
0
0
年
の
歴
史
の
扉
を
開
け
る
旅

石
か
ら
読
み
解
く
中
世
・
近
世
の
ま
ち
づ
く
り 

越
前
・
福
井

石
が
た
り

大
量
の「
石
」を
用
い
た
都
市

今
も
ま
ち
の
風
景
の
中
に
。

①福井城址／福井市大手3丁目17-1
②大安禅寺／福井市田ノ谷町21-4
③一乗谷朝倉氏遺跡／福井市城戸ノ内町
④白山平泉寺旧境内／勝山市平泉寺町平泉寺
⑤七里壁／勝山市栄町～立川町付近　

①②

③ ④⑤

主な構成文化財

苔むす境内が神秘的



●公式HP
海を越えた鉄道
長浜市・敦賀市・南越前町
観光連携協議会

旧北陸線の敦賀―今庄間の13基のトンネルのうち、最も長いトンネル（1,170m）が「山中トンネル」。平成28年（2016）に、県道207号中にある他の旧鉄道ト
ンネルなどと合わせて国の登録有形文化財となった②　　　　　　　　　　

右上／杉津PAにある展望台から望む敦賀湾の絶景パノラマ⑤　右下／敦賀赤レンガ倉庫。北棟・南棟・煉瓦塀が国の登録有形文化財④　左上／福井県を代表する昔ながらの田舎そば
「今庄そば」　左中／今庄宿は、北国街道の要衝として繁栄した宿場町　左下／赤レンガ倉庫内、敦賀の町なみを再現したノスタルジオラマ④

鉄
道

海
を
越
え
た
鉄
道

世
界
へつ
な
が
る 

鉄
路
の
キセ
キ

①柳ヶ瀬トンネル／敦賀市、長浜市
②山中トンネル／敦賀市、南越前町
③曲谷トンネル／敦賀市
④敦賀赤レンガ倉庫／敦賀市
⑤杉津の景観／敦賀市

　
古
く
か
ら
大
陸
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
ま
ち
、

敦
賀
。古
来
よ
り
日
本
海
側
の
物
資
は
、敦
賀
か

ら
琵
琶
湖
を
経
て
関
西
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

過
酷
な
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、明
治
2
年（
1
8
6
9
）に
日
本
海
と
太

平
洋
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
と
し
て
、琵
琶
湖
―

敦
賀
間
の
鉄
道
敷
設
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
で
す
。

明
治
15
年（
1
8
8
2
）、日
本
海
側
で
初
の
鉄
道

が
敦
賀
ま
で
敷
設
さ
れ
、2
年
後
に
は
長
浜
―
敦

賀
間
で
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、日
本
海
と

内
陸
部
を
結
ぶ
旧
北
陸
線
が
開
業
し
ま
し
た
。

明
治
29
年（
1
8
9
6
）に
は
、急
勾
配
の
難
所
・

山
中
越
え
を
含
む
敦
賀
―
福
井
間
が
開
通
し
ま

し
た
。

　
昭
和
37
年（
1
9
6
2
）の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
よ
っ
て
旧
北
陸
線
が
廃
線
に
な
っ
た
後
も
、鉄

道
跡
は
地
域
に
密
着
し
た
文
化
財
と
し
て
生
き

続
け
て
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
も
、敦
賀
と
南
越
前

町
の
今
庄
と
の
間
に
掘
ら
れ
た
鉄
道
遺
産「
旧
北

陸
線
ト
ン
ネ
ル
群
」は
圧
巻
で
す
。13
基
の
ト
ン
ネ

ル
の
う
ち
11
基
が
現
在
も
残
さ
れ
て
お
り
、石
や
レ

ン
ガ
積
み
の
壁
面
な
ど
当
時
の
技
術
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ほ
か
に
も
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

跡
や
暗
渠
な
ど
の
鉄
道
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、明

治
の
土
木
技
術
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
当
時
、敦
賀
・
今
庄
の
両
駅
で
は
峠
越
え
の
準

備
の
た
め
す
べ
て
の
機
関
車
が
停
車
し
ま
し
た
。停

車
時
間
を
利
用
し
て
各
駅
で
は
弁
当
や
新
聞
な

ど
の
立
ち
売
り
が
行
わ
れ
、敦
賀
駅
で
販
売
さ
れ

た「
鯛
鮨
」は
、駅
弁
や
お
土
産
の
人
気
商
品
に
。

ま
た
、今
庄
駅
で
は
停
車
中
に
ホ
ー
ム
で
食
べ
る

「
立
ち
食
い
そ
ば
」が
評
判
と
な
り
、「
今
庄
そ
ば
」

と
し
て
現
在
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
際
都
市
の
文
化
が
残
る
敦
賀
と
北
国
街
道

の
宿
場
町
だ
っ
た
今
庄
、そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
め

ぐ
る
と
、鉄
道
を
通
じ
て
息
づ
い
て
き
た
建
物
や

文
化
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。北
陸
新
幹
線

敦
賀
延
伸
に
よ
り
さ
ら
に
深
ま
る
鉄
道
の
歴
史
と
、

地
域
の
魅
力
を
見
つ
け
る
旅
を
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

物
流
の
革
命
を
も
た
ら
し
た

待
望
の
鉄
道
計
画
。

①

②
③④

⑤

主な構成文化財
関連施設

レトロで神秘的なトンネル



●

小浜

勝山

敦賀市

瓜割の滝

福井福井

❸

出発

JR芦原温泉駅

旧森田銀行本店

高浜町

SEE SEA
PARK

三方五湖
レインボーライン

花はす公園
北前船主の館 右近家

三国湊町並み

●

越前陶芸村

越前がにミュージアム

●

若狭和田ビーチ

●

❶

❷

❹
❺

❻❼

❽

❶旧森田銀行本店
三国湊の豪商・森田家が創業した森田
銀行の新本店として大正9年に建設され
た。外観は西欧の古典的なデザイン、内
観は豪華な漆喰模様が美しい、県内最
古の鉄筋コンクリート造りの建物。
坂井市三国町南本町3-3-26
☎0776-82-0299 

❼SEE SEA PARK
「みんなでつくる公園」をコンセプ
トにした複合商業施設。館内には
アウトドアショップやカフェダイニン
グをはじめ、町内で新たに創業し
たい人を応援するチャレンジ
ショップやシェアオフィスエリアも。
大飯郡おおい町成海1-8-5　 
☎0770-77-4489

若狭ふぐ
若狭湾のトラフグはよく身が締まりプ
リプリとした食感と歯ごたえが特徴。
中でも高浜町は高級ブランド「若狭ふ
ぐ」発祥の地。提供する宿は約15軒あ
り、食事のみも可。天然に限りなく近
い、畜養若狭ふぐを提供する宿や夏
でもコース料理を楽しめるお店も。
大飯郡高浜町

❷北前船主の館 右近家
　　西洋館
日本海五大船主の一つである右近家を資
料館として一般公開。豪勢な家屋の中に
は繊細な造作が散りばめられ、かつての栄
華を物語る。

三国湊の町並み
文芸人も多く訪れた三国湊。風情の
ある町家が当時の面影を残す

❻瓜割の滝
瓜も割れるほどに冷たいことからこの名
がつけられた滝。全国名水百選に選ば
れている。
三方上中郡若狭町天徳寺37-1-3

若狭和田ビーチ
アジア初のBLUE FLAGを取得し
た、透明な海。海水浴はもちろん、
シーズン外はフォトスポットとして
映えた写真撮影も楽しめる。

北前船の模型
財を築いた北前船主の屋敷が並
ぶ「河野北前船主通り」から国道を
挟んだ海沿いの駐車場にある、絶
景撮影スポット

蕎麦の産地で生まれ
た「今庄そば」は駅の
「立ち食いそば」として
全国に知れ渡った

❸花はす公園
南越前町は日本有数の花はすの
生産地。園内には池や蓮園が10ヵ
所あり、7～8月にかけて世界中の
花はす約130種類を鑑賞できる。
南条郡南越前町中小屋64-41

豆らくがん
お多福のかたちをしたかわいらしい
豆らくがんは、お茶席をはじめ節分の
縁起物としても知られる敦賀の銘菓。

酒饅頭
焼印が押された三国名物
酒饅頭。ほのかに漂う酒
の香りを楽しんで

❺三方五湖
「三方五湖」は、三方湖、水月湖、菅湖、久々子湖、
日向湖の５つの湖とその周辺域、常神半島を含む
若狭湾に面した海岸部から構成。足湯やソファー
テラスなどがあるレインボーライン山頂公園では、
三方五湖や若狭湾の絶景が楽しめる。
三方郡美浜町・三方上中郡若狭町 福

井
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坂井市

南越前町
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美浜町・若狭町

おおい町若狭町

高浜町
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構成
文化財
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西洋館から眺める敦賀湾一帯は絶景

リフトケーブル　
山頂公園まで運んでくれるケーブ
ルカーには、「Heart Catcher」と
名付けられたハートのつり革
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芦原温泉駅

平泉寺白山神社

七里壁

東尋坊

大本山永平寺

一乗谷朝倉氏遺跡
一乗谷朝倉氏遺跡博物館

❶
●

❺

❹
❷❸

出発

❽

旧北陸線トンネル群

❾
10

武生

鯖江

小浜

敦賀

❼

人道の港 敦賀ムゼウム
数々の苦難を乗り越えて敦賀に降り立った
ポーランド孤児とユダヤ難民の史実を中心
に、命の大切さと平和の尊さを発信している。
敦賀市金ケ崎町23-1 ☎0770-37-1035

焼き鯖寿司
鯖街道名物「焼き鯖寿司」。
こんがり焼いた鯖は肉厚で
ジューシー　

おやき
勝山市民に愛される「おやき」
は、ヨモギ餅にほんのり甘い
粒あんを包んで香ばしく焼き
上げた和菓子       

❸七里壁
勝山の市街地に連なる石壁
「七里壁」を境として、武家と
町家・寺院を整然と区割りす
る城下町が形成されていた。
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❷平泉寺白山神社
泰澄大師によって開かれたと伝わる白山
信仰の拠点。境内は一面に緑の美しい
苔で覆われ「苔宮」とも呼ばれる。中世の
遺跡としては国内最大級の石畳や、坊院
群の跡を見ることができる。
勝山市平泉寺町平泉寺
☎0779-88-1591

❶東尋坊
国の名勝・天然記念物に指定されている東
尋坊。荒々しい岩肌の柱状節理が約1km
に渡る景色は北陸でも特に人気のスポッ
ト。平泉寺の僧侶・東尋坊がこの崖から突
き落とされたことが名前の由来。
坂井市三国町東尋坊
☎0776-82-5515（DMOさかい観光局）

❹一乗谷朝倉氏遺跡
戦国大名朝倉氏が5代103年間にわたり治
めた城下町跡。信長の焼き討ちののち約
450年埋もれていたが、発掘により当時の町
並がほぼ完全な姿で出現。国の特別史跡・
特別名勝に指定されている。
福井市城戸ノ内町
☎0776-41-2330
（朝倉氏遺跡保存協会）

❺大本山 永平寺
道元禅師によって開かれた禅の修行道
場。「七堂伽藍」と呼ばれる7つのお堂は、
修行の上で特に重要な建物とされてい
る。現在も全国から集まった多くの修行僧
が厳しい修行に励んでいる。
吉田郡永平寺町志比5-15
☎0776-63-3102

❻劔神社
越前二の宮として崇敬され、戦国時代の英傑・
織田信長の先祖が神主を務めていたことから、
「織田一族発祥の地」として名高い。国宝梵鐘を
はじめとする貴重な文化財は、隣接する越前町
織田文化歴史館で公開されている。
丹生郡越前町織田金栄山
☎0778-36-0404

❼旧北陸線トンネル群
明治時代に敦賀―今庄をつないだ
旧北陸線トンネル群は現在も道路用
のトンネルとして現役。歩いても散策
できる。

❽敦賀赤レンガ倉庫
県内有数のレンガ建築物。2015年に、歴史と文化と
食が楽しめる新たな観光施設として生まれ変わった。
敦賀市金ケ崎町4-1 ☎0770-47-6612

❾熊川宿
かつて若狭と京都を結ぶ鯖街道の最大
の宿場町として栄えた「熊川宿」。街道沿
いには昔ながらの用水路が通り、往年の
繁栄を偲ぶ町並みが保存されている。
三方上中郡若狭町

10若狭彦神社・若狭姫神社
海幸山幸の神話で名高い彦火火出見尊
（ひこほほでみのみこと）を若狭彦神とし
て祀った若狭彦神社。若狭姫神社とあわ
せて「若狭一の宮」と総称し、若狭の国
きっての格式の高い古社。
若狭彦神社：小浜市竜前28-7
若狭姫神社：小浜市遠敷65-41

一乗谷朝倉氏遺跡博物館
朝倉氏当主が暮らした館の原寸再現や、
城下の町並みを30分の1のスケールで再
現した巨大ジオラマに加え、掘り出したまま
の姿で展示されている石敷遺構など見ど
ころ満載。 
福井市安波賀中島町8-10
☎0776-41-7700

敦賀赤レンガ倉庫
人道の港 敦賀ムゼウム

熊川宿
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若狭姫神社
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永
平
寺
町

8：15

永
平
寺
町
泊

出発

永平寺町

構成
文化財 日本遺産構成文化財

古
代
か
ら
近
代
ま
で
、福
井
の
歴
史
に
欠
か
せ
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
旅
。

趣
の
あ
る
風
景
や
体
験
を
通
し
て
、当
時
の
様
子
に
想
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
と
ロ
マ
ン
の
旅

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

構成
文化財

坂井市

勝山市

越前町

南越前町・敦賀市

若狭町

敦賀市

敦賀市

小浜市

福井市

福井市
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❽

❶❷
❹
❸

❻
❼

❺
越前陶芸村

小浜市

敦賀

武生

鯖江

丁寧に淹れられたコーヒーを楽しめる

うるしダルマ
何層にも重ねた漆を固め、
研磨して顔を描いた「うるし
ダルマ」。大きさや形、表情な
どすべて異なる一点物

❻越前和紙の里パピルス館（紙漉き体験）
1000年以上といわれる保存性と強靭で柔らかな特性をもつ
和紙。中でも越前和紙は現在、品質・種類・量ともに全国一
位の和紙と言われる。産地がある越前市今立地区では、紙漉
き体験などもできる。
越前和紙の里 パピルス館
越前市新在家町8-44　☎0778-42-1363

❽ 越前陶芸村　 福井県陶芸館・越前古窯博物館
この２つのミュージアムでは、越前焼を見て学ぶ
「資料館」、作って楽しむ「陶芸教室」、使って味わ
う本格的な「茶苑」が揃い、多彩な角度から越前
焼の魅力を体感出来る。セレクトショップでは越
前焼の窯元作品が勢揃い！お気に入りの器を探
すのもおすすめです。
福井県陶芸館　丹生郡越前町小曽原120-61
☎0778-32-2174(一般受付・陶芸教室)

小鯛ささ漬
京都に生に近い魚を提供す
るために生まれた珍味。新
鮮な連子鯛を使用し、うす
塩と酢に漬け、ささの葉を添
えて、杉の木の香りが漂う小
さな樽に詰めて作られる。
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❷GOSHOEN（旧古河屋別邸）
江戸時代に北前船の商人「古河屋」の五代目が建て
た、小浜藩の殿様などをむかえるための迎賓館。現在
はカフェやショップ、ワークスペースに加え、北前船と若
狭塗の歴史を土蔵内のミュージアムで紹介している。
小浜市北塩屋17-4-1　☎0770-64-5403

❺タケフナイフビレッジ
700年の歴史を持つ、国指定の伝統的工芸品・越前
打刃物の共同工房。13の工房の職人たちが一つ屋
根の下で作業を行っており、工房見学やショッピング
の他に、マイ包丁作りも体験できる。
タケフナイフビレッジ協同組合
越前市余川町22-91　☎0778-27-7120

越前陶芸村文化交流会館
陶芸村のなかでひときわ目を引く円形の黄色
い建物。現代越前焼陶芸作家の作品展示や
演奏会、講演会などの催しが行われている。好
みの越前焼を選んでコーヒーが飲める「越前焼
で珈琲時間」のセルフカフェコーナーも人気。
丹生郡越前町小曽原7-8
☎0778-32-3200

❸明通寺
国宝の本堂と三重塔を
もつ明通寺。松永川の上
流の幽谷にあり、平安時
代後期の仏像4体は重
要文化財に指定されて
いる。
小浜市門前5-21
☎0770-57-1355

❶若狭塗（若狭塗箸）
貝殻や金箔等を漆で十数回も塗り重ね、研ぎ
出し磨き上げる若狭塗箸。国内屈指の塗箸の
産地であり、高級品からモダンなデザインのも
のまでバリエーション豊富。御食国若狭おばま
食文化館では自分で研ぎ出し、世界に一つだ
けの若狭塗箸を作ることができます。
御食国若狭おばま食文化館
小浜市川崎3-4
☎0770-53-1000
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小浜市

小浜市

越前市越前市

❼ものづくりのまち　　鯖江市・河和田
漆器やメガネをはじめ、半径10km圏
内に地場産業が集積している全国で
も珍しいエリア。工房やショップも多い。

業務用漆器の国内シェア80％以上
を占める日本一の産地

GOSHOEN

明通寺

タケフナイフビレッジ

越前和紙の里

若狭塗

鯖江は世界的なメガネの産地。
匠の技術で高品質なメガネを作れる
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